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第50回豊橋市民お月見会

2023 豊橋文化祭　文化祭開会式典を開催します。
　10月、11月は豊橋文化祭月間として、いけばな展や音楽連盟コンサートなど様々な行事が行われます。豊橋市及び豊橋文化振興
財団では、その幕開けとして9月23日（土）に開会式典と記念公演を行います。記念公演では、昨年度の豊橋文化奨励賞を受賞された
野畑さおりさんによるコンサートを行います。ぜひ、ご来場ください。
日時◦令和5年９月２3日（土）14時時開式
場所◦豊橋市民文化会館ホール
▶オープニング演奏／壁谷和子社中による箏の演奏
▶表彰／豊橋文化賞、豊橋文化奨励賞、地域文化振興活動

功労賞、郷土文芸作品表彰
▶記念公演／野畑さおり×西川崇代デュオリサイタル～ピアノと

エレクトーンの響き〜

第65回豊橋邦楽大会を開催します。
日本舞踊の部
　▶日時／ 11月5日（日）
　▶場所／穂の国とよはし芸術劇場
　　　　　PLAT主ホール
　▶入場料／ 2,000円

民謡・大正琴・三味線の部　筝曲・長唄・
尺八・小唄の部
　▶日時／ 11月19日（土）
　▶場所／豊橋市民文化会館
　▶入場料／ 1,000円
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　五月晴れの一日…前日から気温がグングン上昇し連日の真
夏日となり、汗が噴き出る。会議に出席するため京都へ。時間
に余裕があったので『京都国立近代美術館』で開かれていた

「Re:スタートライン1963－1970/2023 現代美術の動向展シリ
ーズにみる美術館とアーティストの共感関係」展という長いタイ
トルの企画展会場に突撃。美術館が開館した１９６３年から8
年間続いた現代アート展を回顧するもので、野心作が時代を
追って展示されていた。半世紀前の作品であるのにも拘わら
ず、何故かとても新鮮に感じられるのは不思議だ。
　さらにもっと驚いたのは、コレクション・ギャラリーで開かれてい
た「令和5年度第1回コレクション展」の中身…＜A.西洋美術
作品選＞にはマックス・エルンスト、＜B. 生誕100年-下村良之
介／星野眞吾＞には星野の作品14点がズラリと並び、＜Ｃ．芸
術とは何かを考えさせる、ふたつの問題作－赤瀬川原平《模
型千円札》とマルセル・デュシャン《泉》＞のほか、＜D．特集：北
大路魯山人＞＜E.1963年の工芸＞＜F.麻田浩の「現代美術
の動向」後＞＜所蔵品にみる「現代美術の動向」展＞…多
岐にわたるテーマで、充実したコレクションの一端を垣間見せ
る。
　特に豊橋ゆかりの星野眞吾作品に出会うことができたの
は、大きな収穫であり感慨深いものがあった。
　美術館を退出して少し早目の昼食を摂ろうと、東山三条に
ある《天津飯》の有名店『マルシン飯店』をめざしたが、繁盛
店の外には15人程が並んでいた。
　時間も気になるので、道路を挟んで蓮向かいにある昭和28
年創業の食堂『はやし』に入店。壁一面に張り出された芸能
人のサイン色紙が出迎えてくれた。《日替わり焼き魚》《豚バラ
冷しゃぶサラダ》《シーフードミックスフライ》などの定食が一律
850円とリーズナブルだ。どれもが旨そうで迷ったが、ボリューム
とオン・ザ・目玉焼きに惹かれ、《ビッグバーグ定食》に決めて、
京都弁のおかみさんに注文…巨大なわらじハンバーグには、
甘辛のタレがかかり、ご飯が進む。
　京都なのに味噌汁も濃口だ。とにかく、「は」ようて、「や」すう
て、おい「し」い老舗大衆食堂だ。
　店を出て、腹ごなしを兼ねて、少し歩いてみる。京都らしい
狭い路地の『古川橋商店街』を抜けて、柳並木が揺れる古川
に掛かる幅の狭い『一本橋』を恐る恐る渡る…しばし旅情を
愉しむことができた。
　山科での会議を終えて、京都駅に戻ってきたのは、夕刻。新
幹線八条口に店を構える京都人イチオシの志津屋《カルネ》
を自分用と土産用に購入。小ぶりでふんわりした触感のフラン
スパンの中には、ハムと玉葱が入り、味付けはマーガリンのみと至ってシンプルだが、これが素朴
で旨い。カルネとは、パリの地下鉄の回数券のこと。何度でも来て買って欲しいという願いが込め
られている。

伝統文化こども発表会を開催します。
　「伝統文化こども教室」参加者及び市内邦楽団体のこどもによる発表会を行います。こどもたちの夏休み・日頃の成果をご覧くださ
い。秋のはじめに、伝統文化に触れる良い機会です！ぜひご来場ください。

日時◦令和5年9月24日（日）
　　　12時30分～（予定）
場所◦豊橋市民文化会館ホール
▶出演団体／伝統文化こども教室受

講生（箏曲、三味線）、清歌会（日本舞
踊）、花柳芯喜依の会（日本舞踊）、壁

　今年度のお月見会はコロナ前と同様に開催予定です。立礼席も午後８時まで延長営業するとともに、午後６時からと午後７時からの２回
にわたり琵琶の生演奏も行います。ステイホームという言葉も聞かなくなりました。ぜひ今年は三の丸会館へご来場の上、ご応募ください。

日時◦令和5年9月29日（金）17時～ 20時
場所◦三の丸会館（豊橋公園内）
▶部門／俳句の部、短歌の部、川柳の部
▶投稿票／三の丸会館、市民文化会館、穂の国とよはし芸術

劇場で配布
▶投稿期間／ 9月29日［金］～ 10月５日［木］
▶投稿方法／期間中、投稿箱を三の丸会館内に設置します。

期間内に詠まれた作品を投稿箱にお入れいただくか、官製ハ
ガキで郵送してください。三の丸会館現地詠みでなくても可。

▶立礼茶席ご案内／立礼茶席は午後８時まで延長して営業し
ます。抹茶一服（お菓子付き）490円

▶箏曲の生演奏／当日は「錦心流琵琶全国-水会豊橋支部」
による琵琶のミニ演奏会を行います。しばし琵琶の音色に心と
体をゆだねてみてはいかがですか？

▶入場料／無料（要・整理券）
▶要整理券／９月１日（金）から豊橋市役所「文化のまち」づくり

課、豊橋市民文化会館、穂の国とよはし芸術劇場１階窓口に
て配布します。

▶問合せ／（公財）豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

谷和子社中（箏曲）、箏曲 加藤僖子
社中、箏曲 紫雨会　他

▶入場料／無料
▶問合せ／（公財）豊橋文化振興財団
（☎0532-39-5211）

【昨年特選作品ご紹介】
（俳句）また母をなじってしまい月仰ぐ　　　　　  寺部幸子
（短歌）終電降り立待月は煌煌と老いの歩幅を路地裏までも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木愛子

（川柳）老介護今夜も月が覗いてる　　　　　　中村鈴子

秋の市民茶会を開催します。
　秋の市民茶会はこの数年は新型コロナウイルスにより中止や規模縮小が続いてきましたが、今年は従来通りの規模により開催いた
します。気軽な市民茶会で一服のお茶を楽しんでみませんか？ 

日時◦令和5年10月21日（土）～ 22日（日）
　　　午前10時～午後3時 
場所◦豊橋市民文化会館 
▶参加流派／ 21日（土）＝表千家不白流、煎茶売茶流、茶道

宗徧吉田流、南坊流、22日（日）＝宗徧流豊橋支部、表千家
清和会、裏千家今和会、松尾流

▶入場料／前売1,300円（２席綴り）、当日は１席750円です。
豊橋市民文化会館、豊橋市三の丸会館、各参加流社にて取
り扱い。

▶問合せ／（公財）豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

豊橋総合いけばな展のご案内
　豊橋華道連盟の９流派による合同いけばな展です。出色の作品群をどうぞお楽しみください。
日時◦令和5年10月21日（土）～ 22日（日）
　　  10時～ 16時 
場所◦豊橋市民文化会館２階展示室 
▶出瓶団体／小原流、南宗流、真生流、日本生花司松月堂古流、花芸安達流、日本華道

松月、天生流、嵯峨御流、華道家元池坊（順不同）
▶入場料／無料
▶問合せ／（公財）豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

令和５年度　県文連東三河部芸能大会が開催されました。

京都の美術館と食堂とカルネ
斧路朱音

　令和５年７月９日（日）に蒲郡市民会館
中ホールにて「令和５年度　県文連東三
河部芸能大会」が開催されました。東三
河から５市１町が参加し、各地の文化団
体による筝曲の合奏や吹奏楽、日本舞踊
などが披露されました。豊橋からは、琴城
流大正琴アンサンブルハープクィーンズが
出演し、煌びやかな衣裳を纏いリズム感
溢れる「情熱大陸」や「マツケンサンバⅡ」
などをノリノリに演奏し会場も盛り上げまし
た。来年は新城市での開催となります。

豊橋ペン書芸研究会

　今回は豊橋ペン書芸研究会さんにおじゃましました。

文化団体
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―豊橋ペン書芸研究会さんはどのような
会ですか？
　51年前に原田通

みち

恵
え

先生が始めた会で
す。のちにご主人の原田士朗さんが先生と
なり、今はその生徒たちが先生になって、い
くつかの支部があります。原田士朗さんは
学校の先生でもあり、詩人でもありました。
豊川市歌の作詞をされているんですよ。
―ペン書芸とはどのようなものでしょうか？
　ペン書芸は、つけペン・万年筆・ボールペ
ン・デスクペン・筆ペンなど日常使う筆記具
で書きます。割り箸なんかも使ったりします
よ。支部によって特徴・個性があって、絵や
装飾も楽しみのひとつです。
―どのようなところで活動されていますか？
　アイプラザや地区市民館で活動してい
ます。今回のペン書道展をはじめ、アイプ
ラザでの作品展、地区市民祭りなどに出
展しています。
―みなさんはどのようなことがきっかけ
でペン書芸を始められたのですか？
　私は、祝儀袋を綺麗に書きたいと思って
始めました（笑）。
　私は、子育て中に自分の時間が欲しく
て始めました。場所を取らず、コンパクトな
のがいいですよね。
―私は字が下手なのですが、上達するも
のなのでしょうか？
　たしかに、素質は多少関係しますが、書

き順や比率、中心など基本ができれば上
手くなりますよ。まずは正しい形を真似るこ
とですね。正しく美しい字を身に着けて、デ
ザインを加えたりします。
―ペン書芸の魅力はなんでしょうか？
　同じお手本を見て書いているのに書き
上げたものは違って、誰の字かわかるんで
す。付加価値が付く、という感じですね。ペ
ンは地味ですが、日常生活に密着している
ところや、字とともに歴史の勉強もできると
ころが魅力です。新しい生徒がなかなか
入らないので
すが、定年退
職され た 男
性が「何か新
しいことを」と
始められたり
しています。
ボケ防止、脳
の活性化にも
いいですよ！

豊橋市民文化会館の改修工事にともなう利用停止（一部）について
　施設の老朽化が進む文化会館において、令和６年度から部分休業した上で改修工
事が予定されています。それに伴い、令和５年１１月から会議室の一部（第３～第７会議
室）の抽選会（令和６年５月からの利用として６か月前から予約受付を開始する分）は行
いません。各室の利用停止期間は異なりますので、今後の部分休館のスケジュール等
につきましては豊橋市役所HPをご確認いただくとともに、豊橋市民文化会館HPにおい
ても情報を更新してまいります。

文化会館の駐車場についてのお願い
　文化会館の駐車場は限られております。公共交通機関または乗り合わせ等でご来館
をお願いいたします。また、近隣、商業施設等への駐車はご迷惑になりますのでやめてく
ださい。

民踊・新舞踊の部
　▶日時／ 11月18日（土）
　▶場所／豊橋市民文化会館
　▶入場料／ 1,000円
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第796回邦楽鑑賞会
　時間◦14時～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
オリジナルミュージカル『HOKUSAI ラプソディア』……………………………………3日（日）まで
　時間◦２日：18時～  ３日：13時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT主ホール
　入場料◦5,000円　ほか
令和５年度（創流117年）日本壮心流全国剣詩舞道大会
　時間◦10時～　　場所◦アイプラザ豊橋大ホール　　入場料◦無料
　内容◦壮心流舘員の剣詩舞の発表など
茶道クラブ月例茶会　※事前予約制
　時間◦９時30分～　　場所◦三の丸会館　　会費◦一般600円　会員500円
　担当◦表千家不白流
裏千家六日会月釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦900円（一般参加可）　　担当◦内藤宗緑
成田萌ヴァイオリンリサイタル
　時間◦18時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場アートスペース
　入場料◦一般2,000円　学生1,000円
　内容◦グリーグのヴァイオリンソナタ第３番をメインに置いたヴァイオリンリサイタル。
第29回東三河カラオケ選手権大会
　時間◦９時～ 19時　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料　　内容◦カラオケ大会と発表会
東陽ふれあい音楽会　秋風に唄う”二胡“　～優しく激しく奏でます～
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館　　入場料◦400円
　出演◦中村ゆみこ（二胡）・水谷善郎（ピアノ）・マッスグ（パーカッション）　
　曲目◦ムーンリバー、リンゴ追分、悠久の一乗谷
豊橋文化祭開会式典
　時間◦14時～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料（要整理券）
伝統文化こども発表会
　時間◦12時30分～（予定）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
Jazz Classic DUO vol.3
　時間◦14時30分開演（13時30分開場）　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場創造活動室A
　入場料◦一般3,000円　高校生以下1,500円
　内容◦ピアニスト・ボーカリスト・コンポにストの石塚まみと、ソプラノの田辺菜美子がJazzとクラシック音楽

をユニークにコラボします。
本多正樹コンサート豊橋市公会堂Ⅲ
　時間◦17時開演（16時開場）　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦2,500円
　内容◦フォークソングコンサート
第55回表装美術展………………………………………………………………… 10月1日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室　　入場料◦無料
　内容◦愛知県内の表装業者が伝統的な表装技能の保存と向上発展を目指して製作した表装作品

（掛軸、屏風、額等）を展示。
第50回豊橋市民お月見会
　時間◦17時～ 20時　　場所◦三の丸会館　　部門◦俳句の部、短歌の部、川柳の部
第490回＜小学生例会＞「9月◯日大冒険」
　時間◦18時30分開演（18時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール
　入場料◦3,300円（年少未満入場不可）
花柳こども舞踊教室発表会
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦舞踊教室生徒成果発表会。

Tutti Autumn Concert 2023
　時間◦16時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース　　入場料◦1,500円
　内容◦クラシックコンサート
令和5年度豊橋吟剣詩舞道大会
　時間◦10時開演（９時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦豊橋市内の６流派250名による詩吟・剣舞・詩舞の発表。
第24回三猿遠南信文化交流「合唱の集い」
　時間◦12時30分開演（12時開場）　　場所◦飯田市文化会館　　入場料◦1,000円
　内容◦豊橋合唱協会・浜松合唱連盟・飯田下伊那合唱連盟による合同演奏会。
第48回作陶展………………………………………………………………………………8日（日）まで
　時間◦９時～ 17時（初日は11時～、最終日は16時まで）　　場所◦豊橋市民文化会館2階展示室
　入場料◦無料　　内容◦出品者約30名、出品点数約80点の展示会
第20回東三河童謡唱歌のつどい
　時間◦13時開演（12時30分開場）　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料　
　内容◦東三河地区11団体による童謡歌唱等。
第797回邦楽鑑賞会
　時間◦18時～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
人形芝居ぶんぶく おたのしみ人形劇場……………………………………………………８日（日）まで
　時間◦両日とも10時30分開演（10時10分開場）/14時開演（13時40分開場）
　場所◦豊橋市民文化会館リハーサル室　　入場料◦おとな1,500円　こども1,000 円（３歳～）　　
　内容◦貧乏神と福の神などの上演。
TOYOHASHIフォークジャンボリー 2023
　時間◦11時30分開演（11時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　　入場料◦1,000円
　内容◦豊橋、東三河を中心に演奏活動を続けるシニア世代のアマチュアフォークグループ10数組によ

るフォークソングコンサート。
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10月

第７回筝曲紫雨会「演遊会」
　時間◦13時開演（12時30分開場）　　場所◦豊橋市三の丸会館　　入場料◦無料
　内容◦住吉社中による１年間のお稽古の成果を披露する会。
San-En響遊コンサート
　時間◦14時開演（13時30分開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール
　入場料◦一般2,500円　高校生以下1,000円
　内容◦東三河地区と浜松地区（三遠）の音楽家６名によるコンサート
東陽ふれあい音楽会　映画音楽で世界旅行Ⅷ　～ 3つの音の万華鏡～
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館　　入場料◦400円
　出演◦松橋貴（ギター）・なんしぃ（二胡）・宗行晶子（ピアノ）
　曲目◦リベルタンゴ、シルクロード、タイタニック
日曜短歌会
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
エキサイティング・シニア・カーニバル in TOYOHASHI 2023
　時間◦12時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT主ホール　　入場料◦2,000円
　内容◦アマチュアのおやじバンドによるコンサート。
薩摩琵琶演奏会「秋の夜長の琵琶ものがたり」
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦日本古来より伝わる伝説やおとぎばなしを琵琶にのせて語ります。
豊橋技術科学大学吹奏楽団 第39回定期演奏会
　時間◦14時～　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール　　入場料◦無料
　内容◦「マードックからの最後の手紙」を含む演奏会。
筝の調べ　筝、三弦、尺八によるおさらい会
　時間◦13時30分～ 17時　　場所◦三の丸会館　　入場料◦無料
第49回歌謡アカデミー 21発表会
　時間◦８時30分～　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料　　内容◦歌唱発表会
水曜短歌会
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
秋の市民茶会…………………………………………………………………………… 22日（日）まで
　時間◦10時～ 15時　　場所◦豊橋市民文化会館　　茶券◦1,300円（２席綴り）
豊橋総合いけばな展[秋]………………………………………………………………… 22日（日）まで
　時間◦10時～ 16時　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室　　入場料◦無料
　内容◦市内９流派による合同花展
サボテン展………………………………………………………………………………… 22日（日）まで
　時間◦９時～ 16時　　場所◦豊橋市民文化会館第３会議室　　入場料◦無料
　内容◦サボテン、多肉植物の展示会及び品評価会。
ポピュラーミュージックコンサート
　時間◦13時開演（12時30分開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦島倉千代子ソング、ベンチャーズソング、さだまさしソング、ビートルズソングなどの演奏
第54回合唱祭
　時間◦13時開演（12時30分開場）　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール
　入場料◦500円　　内容◦３地区の合唱団による合同合唱。
第24回豊橋歌謡コンクール
　時間◦９時30分開演（９時開場）　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料
　内容◦歌謡コンクール
第52回俳画展……………………………………………………………………… 11月5日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室　　入場料◦無料
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豊橋市表彰
　豊橋市は、今年度の市勢功労者および教育、体育、文化表彰の受賞者をそれぞれ発表しました。（文化振興の
部）に藤原俊男さん、文化表彰では3名1団体が選ばれ、8月１日開催の市制施行記日念式典で表彰されました。

【市勢功労賞】市勢に功労のあった方または市民福祉の増進に貢献された方を表彰する市勢功労者（文化振興
の部）に次の方が選ばれました。
■藤原俊男さん

【文化振興賞】豊橋市の文化振興に貢献された次の3名1団体が選ばれました。
■新村猛さん、杉浦充さん、田辺菜美子さん、特定非営利活動法人　三河三座
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伊藤はつゑ
　来年令和６年で金婚式を迎えます。しかし、主人はあと２ヶ月で
真珠婚という日に突然逝ってしまったので私ひとりで祝おうと思っ
ています。
　思えば姉の代わりに豊橋に来、それがお見合とも知らずあれよ
あれよと話が進み結婚が決まりました。それでよいのかと言われ

れば勿論ありますが、案外楽天家だったのでしょうか、決まった以上「共白髪まで」と思っていました。
　家事など母や姉任せでしたので大変でした。夕食作りは料理本と首引きで２時間もかかりました。あー、母が
居てくれたらとつくづく思いました。買い物は、徒歩で30分以上かかるので自転車に乗る練習をし、それもミニで
す。ですから時間がかかりました。実家の名古屋が恋しくどうして豊橋に嫁いでしまったのか自問自答の毎日で
した。周囲の畑や田園に馴染めずコンクリートのビル街が懐かしく名古屋の友に手紙や電話をしていました。
そんな中で男の子を３人授かり、男の子を育てる楽しみも生まれました。バタバタと過ごす50歳を迎え、少しずつ
私の中で変化も起き自分を出せる様になりました。家を新築するということになり１年近くかけ出来上がったとい
う時点で主人が逝ってしまいもうどうしてよいのかわからなくなりました。家の中も片付いてはいず、息子たちに
相談しても「お母さんの好きにしていいよ。」の答えしか返ってきません。腹を括りここ豊橋で頑張ろうと足を豊橋
の地に付けました。
　パートにも出、演技をして明るく努めました。そうしていると素の私が演技の私と入れ替わり明るく元気になっ
てきました。本来の私が出てきたのかもしれません。忙しい中、主人には申し訳ないのですが、楽しく毎日が暮ら
せる様になりました。名古屋とも名古屋の友とも距離が出てきました。わがままな私を豊橋や豊橋の人たちは優
しく受け入れてくれました。
　ここ豊橋で生きるんだ、頑張るんだ「豊橋」宜しくね。

豊橋をテーマにエッセイを募集しています。
あなたやあなたの身近にあった「豊橋」が出てくる物語をぜひご投稿ください。


